
 

 

 

 

 

 

 

発行日：令和３年６月 1 日 発行者：葉栗連区地域づくり協議会 

一宮市大毛字南出１２０番地（葉栗出張所内） 電話：28－9001 

☆ 令和３年度地域づくり協議会会長 戸松 但 挨拶 ☆ 

この度、葉栗連区地域づくり協議会の会長に選任されました戸松
と ま つ

 但
ただし

で

す。よろしくお願いいたします。 

コロナ禍の中、何かと不自由な生活となっていますが、ワクチン接種も始

まりました。引き続き、マスク・手洗い・三密回避を守る中で感染防止に万

全を期していただきたいと思います。 

地域づくり協議会は、「豊かで住みやすい地域づくりに寄与する」を目的

として設立されました。町内で解決できることは町内会で（自助）、できな

いことを地域づくり協議会で（共助）、それでもできないことは行政で行う

（公助）という相互補完的な関係が市の広報で紹介されています。 

この関係を基本に、地域の特色を生かした地域づくりと地域の課題解決に向け、これまでの取り組み

を継承し、鵜飼前会長をはじめ、役員、地域の皆さまのご支援ご協力を賜って、「安全安心で住みよい地

域づくり」を目指していきたいと思います。 

皆さま方の更なるご協力をよろしくお願い申し上げます。            会長 戸松 但    

 

☆ 令和３年度地域づくり協議会の役員決まる  ☆ 
役職名 氏   名 役職名 氏   名 役職名 氏   名 

会 長 戸松  但 理 事 大山 博(兼) 監 事 岩田 稔也 

副会長 兼松 正美 理 事 青井 常之 監 事 永井  進 

副会長 渡邊 孝昭 理 事 宮田 和義 安全安心部会長 神邊 雅明 

副会長 富田 博元 理 事 内藤 隆治 ふれあい福祉部会長 大山  博 

副会長 白上 文明 理 事 石井 康州 生涯健康部会長 丹羽  悟 

副会長 岩坂 英郎 理 事 小島 喜朗 広報部会長 鵜飼 正和 

副会長 小島 博和 書 記 岩田 勝利 顧 問 岩田稔也(兼) 

理 事 石原 耕三 会 計 大橋谷三郎 顧 問 小島  薫 

理 事 小島 健市 会 計 野々垣正孝 顧 問 鵜飼正和(兼) 

 

 

 

 8 月の「連区盆踊り大会」、10 月の「連区町民大運動会」は、新型コロナウイルスの感染防止のため、

中止となりました。 

今後の公民館の諸事業に関しても、新型コロナウイルスの感染状況の収束を見ながら検討していきま

す。 

の三密を避け、クラスター（集団）の発生防止をお願い

します。間隔を空けてのウォーキング、適度な体操（ラジオ体操など）で健康維持を図りましょう。 

地域づくり協議会だより ５６号 
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☆ 地域づくり協議会部会長あいさつ ☆ 

 

 安全安⼼部会⻑ 神邊 雅明 
  安全安心部会では、読んで字のごとく、安全で安心して暮らせる地域づ

くりのため、交通安全、資源回収、防災訓練、防犯活動の 4 事業を柱に部

会員 21 名で活動しています。 

  近年、葉栗連区内では侵入盗が多発していることから、防犯意識を高め

るための啓発活動の推進や防犯カメラの設置を進め、犯罪のない安全な地

域になるよう活動をしていきます。 

  また、発生確率の高い南海トラフ地震に備え、防災講座の開催や各種団

体、町内会等が実施する防災訓練への支援を行っております。 

  安全で安心なまちづくりのためには、連区の皆さんの協力が必要です。 

  今後ともご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

 ふれあい福祉部会⻑ 大山 博 

  昨年度は、地域づくり協議会（ふれあい福祉部会）が計画したふれあい

事業のほとんどが中止となりました。 

  今年度にあっても計画はされておりますが、実施できるかは不透明な状 

  態です。 

  見守りネットワーク事業は、福祉委員および各関係機関に協力を依頼し

てパンフレットの配付を行い、各町内での取り組みをお願いしました。 

  また、部会の新規事業である木曽川堤（サクラ）の保全活動は、光明寺

緑地保全会と協力をし、今後も活動を継続していきます。 

  コロナ禍によるステイホームを余儀なくされた状態で、ふれあい福祉活

動をいかに進めるかは大きな課題かと思いますが、部会としては滞ること 

なく進められることを願っています。 

 

 生涯健康部会⻑ 丹羽 悟 

  生涯健康部会では、葉栗連区の皆さんが心身ともに健康であることを願

って活動を進めております。 

  新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、これまでの集団的活動から個別

的活動に重点を置いた内容への改革が必要と感じています。 

  現在部会では、葉栗連区のウォーキングマップの作成を手掛けており、

今年の 6 月には全戸配布ができることを目指しています。 

  一人でも多くの方がマップを活用して、ウォーキングを日常生活に取り

入れて頂きたいと願っております。 

 

 広報部会⻑ 鵜飼 正和 

  今年度も「地域づくり協議会だより」は、毎月発行していきたいと思っ

ております。 

  しかしながら、新型コロナウイルスの感染が収束に至っていない現状で

は、各事業の活動状況をお伝え出来ないことが残念でなりません。 

  今後も葉栗連区の地名の由来や謂れを参考にした「歴史探訪」、各町内や

学校の催事、趣味クラブの活動、各部会の活動状況など地域に即した情報

を提供したいと思います。 

  また、葉栗連区内にある 138 タワーパークでの催事なども紹介してい

きたいと思います。 

  取材案件がありましたら気軽に鵜飼または葉栗出張所石原所長までご連絡ください。 

  今後とも地域に密着した「地域づくり協議会だより」を発行していきたいと思いますので、ご協力

をよろしくお願いいたします。 

連絡先 鵜飼 �����090-1750-5304 葉栗出張所 �����0586-28-9001 

よろしく 

お願いしま～す 



☆ 君もサバイバルマスターになろう！ ☆ 
４月１８日（日）、１３８タワーパークで、防災チャレンジ『君もサバイバルマスターになろう！』が

開催されました。 

この講座は、災害時に生き延びるために必要なスキルを学びながら、自ら考える力を身につけます。 

今回のテーマは「ナイフ」について学びました。日ごろ使いなれていないかと思っていましたが、参

加した児童たちは、ナイフを器用に使い細く削ったり、安全な使い方や刃物の種類、用途などを熱心に

学んでいました。 

ナタや斧を使い、近くにある木を割って燃えやすい材料にしたり、ノコギリで使用目的に合った長さ

にしたり、大人の力を借りずに自ら考えて工夫しながらチャレンジしていました。 

講師からは、「失敗を恐れず一歩一歩経験を積み、災害時に生き残れる行動を常日頃から考えよう」と

の話があり、救援が来るまでの行動の大切さを確認し合っていました。 

今後の開催については、１３８タワーパーク事務所（ �����0586-51-7105）までお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



引き続き『新型コロナウイルス』の感染防止対策を！ 

 

 

 

 

 

 

《文献：首相官邸・厚生労働省 HP より参照》 

 


